
（
か
と
う
）
性
管
の
み
で

（
か
と
う
）
性
管
の
み
で
あ

る
た
め
、
新
た
に
ボ
ッ
ク

る
た
め
、
新
た
に
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
を
対
象
に

カ
ル
バ
ー
ト
を
対
象
に
加

え
、
「
空

港

内

の

排

水

え
、
「
空

港

内

の

排

水

施

設
・
共
同
溝
・
地
下
道
点

設
・
共
同
溝
・
地
下
道
点
検

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
改
め
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
改
め
る
。

　
年
度
内
に
改
定
す
る

年
度
内
に
改
定
す
る
。

2323
今
　
今
後
　
月
、
月
、　

月
に
会

月
に
会
合

1010

1212

を
開
き
、
新
た
な
指
針
を

を
開
き
、
新
た
な
指
針
を
取

り
ま
と
め
る

り
ま
と
め
る
。

具
体
的
な
活
用
事
例
と

具
体
的
な
活
用
事
例
と
し

て
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
（
モ
ー
ビ
ル

て
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
（
モ
ー
ビ
ル
マ

ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
を

ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
を
使

っ
た
路
面
性
状
調
査
の
取

っ
た
路
面
性
状
調
査
の
取
り

組
み
を
収
録
し
た

組
み
を
収
録
し
た
。

会
合
で
は
「
空
港
排
水

　
会
合
で
は
「
空
港
排
水
施

設
劣
化
度
判
定
マ
ニ
ュ

設
劣
化
度
判
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
見
直
し
案
も
示

ル
」
の
見
直
し
案
も
示
し

た
。
現
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

た
。
現
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
対

象
構
造
物
は
管
渠
や
可

象
構
造
物
は
管
渠
や
可
撓

岸
や
進
入
灯
橋
梁
な
ど
近

岸
や
進
入
灯
橋
梁
な
ど
近
接

目
視
が
難
し
い
箇
所
は
、

目
視
が
難
し
い
箇
所
は
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
で
き
る
こ

ロ
ー
ン
を
活
用
で
き
る
こ
と

も
明
記
し
た

も
明
記
し
た
。

定
期
点
検
で
は
縦
横
断

　
定
期
点
検
で
は
縦
横
断
測

量
の
点
検
頻
度
を
見
直
す

量
の
点
検
頻
度
を
見
直
す
。

過
年
度
の
測
量
結
果
を
確

過
年
度
の
測
量
結
果
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
勾
配
の
変

し
た
と
こ
ろ
、
勾
配
の
変
化

量
が
微
量
だ
っ
た
た
め
、

量
が
微
量
だ
っ
た
た
め
、
勾

配
の
変
化
傾
向
を
把
握
し

配
の
変
化
傾
向
を
把
握
し
規

定
勾
配
に
対
し
て
余
裕
が

定
勾
配
に
対
し
て
余
裕
が
あ

る
場
合
は
、
定
期
点
検
測

る
場
合
は
、
定
期
点
検
測
量

を
省
略
で
き
る
と
し
た

を
省
略
で
き
る
と
し
た
。

参
考
資
料
に
は
新
技
術

　
参
考
資
料
に
は
新
技
術
の

と
を
求
め
た

と
を
求
め
た
。

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
維
持
管
理

　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
維
持
管
理
の

高
度
化
・
効
率
化
も
新
た

高
度
化
・
効
率
化
も
新
た
に

盛
り
込
ん
だ
。
点
検
の
対

盛
り
込
ん
だ
。
点
検
の
対
象

施
設
、
頻
度
、
方
法
の
改

施
設
、
頻
度
、
方
法
の
改
善

に
当
た
っ
て
、
Ｄ
Ｘ
の
活

に
当
た
っ
て
、
Ｄ
Ｘ
の
活
用

を
推
進
す
る
と
し
た

を
推
進
す
る
と
し
た
。

地
震
発
生
時
の
緊
急
点

　
地
震
発
生
時
の
緊
急
点
検

に
つ
い
て
、
現
行
指
針
で

に
つ
い
て
、
現
行
指
針
で
は

震
度
震
度
４
以
上
を
実
施
の
目

以
上
を
実
施
の
目
安

と
し
て
い
る
が
、
新
た
な

と
し
て
い
る
が
、
新
た
な
指

針
で
は
地
盤
・
舗
装
や
構

針
で
は
地
盤
・
舗
装
や
構
造

物
で
実
施
基
準
を
区
分

物
で
実
施
基
準
を
区
分
す

る
。
点
検
手
法
と
し
て
、

る
。
点
検
手
法
と
し
て
、
護

　
年
４
月
か
ら
各
空
港
管

月
か
ら
各
空
港
管
理

2424者
に
活
用
し
て
も
ら
う

者
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

「
空
港
内
の
施
設
の
維

　
「
空
港
内
の
施
設
の
維
持

管
理
指
針
」
の
見
直
し

管
理
指
針
」
の
見
直
し
案

は
、
国
交
省
の
イ
ン
フ
ラ

は
、
国
交
省
の
イ
ン
フ
ラ
長

寿
命
化
計
画
（
行
動
計
画

寿
命
化
計
画
（
行
動
計
画
）

を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
考

を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
考
え

方
を
明
記
し
た
。
維
持

方
を
明
記
し
た
。
維
持
管

理
・
更
新
の
ト
ー
タ
ル
コ

理
・
更
新
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
縮
減
に
向
け
て
、
点
検

ト
縮
減
に
向
け
て
、
点
検
結

果
に
基
づ
き
修
繕
・
更
新

果
に
基
づ
き
修
繕
・
更
新
の

対
策
費
用
を
把
握
し
た

対
策
費
用
を
把
握
し
た
上

で
、
優
先
順
位
を
付
け
て

で
、
優
先
順
位
を
付
け
て
計

画
的
に
対
策
を
実
施
す
る

画
的
に
対
策
を
実
施
す
る
こ

国
土
交
通
省
は
、「
空
港

　
国
土
交
通
省
は
、「
空
港
内

の
施
設
の
維
持
管
理
等
に

の
施
設
の
維
持
管
理
等
に
係

る
検
討
委
員
会
」
の

る
検
討
委
員
会
」
の
第
　
回
1010

を
開
き
、
維
持
管
理
指
針

を
開
き
、
維
持
管
理
指
針
の

見
直
し
案
を
示
し
た
。
維

見
直
し
案
を
示
し
た
。
維
持

管
理
・
更
新
の
基
本
的
な

管
理
・
更
新
の
基
本
的
な
考

え
方
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

え
方
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
や
Ｄ
Ｘ
（

ス
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
や
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
記
述
を

シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
記
述
を
追

加
し
た
。

加
し
た
。
２
０
２
３

２
０
２
３
年
内
年
内
に

も
新
た
な
指
針
を
ま
と
め

も
新
た
な
指
針
を
ま
と
め
、

方
針
の
策
定
、
水
道
事
業

方
針
の
策
定
、
水
道
事
業
な

ど
の
認
可
、
改
善
指
示
、

ど
の
認
可
、
改
善
指
示
、
報

告
徴
集
・
立
ち
入
り
検
査

告
徴
集
・
立
ち
入
り
検
査
な

ど
を
国
交
省
、
水
質
基
準

ど
を
国
交
省
、
水
質
基
準
の

策
定
や
水
道
事
業
者
が
実

策
定
や
水
道
事
業
者
が
実
施

す
る
水
質
検
査
方
法
の
策

す
る
水
質
検
査
方
法
の
策
定

な
ど
を
環
境
省
に
そ
れ
ぞ

な
ど
を
環
境
省
に
そ
れ
ぞ
れ

移
管
す
る

移
管
す
る
。　

年
４
月
１
日

2424

に
施
行
す
る

に
施
行
す
る
。

改
正
福
島
復
興
再
生
特

　
改
正
福
島
復
興
再
生
特
別

措
置
法
は
、
帰
還
困
難
区

措
置
法
は
、
帰
還
困
難
区
域

の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

（
拠
点
区
域
）
外
に
「
特
定

（
拠
点
区
域
）
外
に
「
特
定
帰

還
居
住
区
域
」
を
市
町
村

還
居
住
区
域
」
を
市
町
村
が

設
定
で
き
る
制
度
を
創
設

設
定
で
き
る
制
度
を
創
設
す

る
。
市
町
村
は
「
特
定
帰

る
。
市
町
村
は
「
特
定
帰
還

居
住
区
域
復
興
再
生
計
画

居
住
区
域
復
興
再
生
計
画
」

を
作
成
し
て
政
府
の
認
定

を
作
成
し
て
政
府
の
認
定
を

受
け
る
と
、
国
費
負
担
に

受
け
る
と
、
国
費
負
担
に
よ

る
除
染
、
道
路
な
ど
の
イ

る
除
染
、
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
代
行
と
い
っ
た

フ
ラ
整
備
代
行
と
い
っ
た
国

に
よ
る
特
例
措
置
が
適
用

に
よ
る
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
る
。
公
布
日
に
施
行
す
る

れ
る
。
公
布
日
に
施
行
す
る
。

改
正
合
法
伐
採
木
材
流

　
改
正
合
法
伐
採
木
材
流
通

利
用
促
進
法
（
ク
リ
ー
ン
ウ

利
用
促
進
法
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
）
は
、
木
材
の
加
工
や

ド
法
）
は
、
木
材
の
加
工
や
輸

入
を
手
掛
け
る
川
上
・
水

入
を
手
掛
け
る
川
上
・
水
際

の
木
材
関
連
事
業
者
に
国

の
木
材
関
連
事
業
者
に
国
産

材
や
輸
入
材
の
合
法
性
確

材
や
輸
入
材
の
合
法
性
確
認

を
義
務
付
け
る
。
公
布
か

を
義
務
付
け
る
。
公
布
か
ら

２
年
以
内
に
施
行
す
る

年
以
内
に
施
行
す
る
。

議
員
立
法
に
よ
る
改
正

　
議
員
立
法
に
よ
る
改
正
国

土
強
靱
化
基
本
法
は
、
「

土
強
靱
化
基
本
法
は
、
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の

た
め
の
５
カ
年
加
速
化

カ
年
加
速
化
対

策
」
後
も
対
策
を
続
け
る

策
」
後
も
対
策
を
続
け
る
た

め
、
政
府
に
国
土
強
靱
化

め
、
政
府
に
国
土
強
靱
化
実

施
中
期
計
画
の
策
定
を
義

施
中
期
計
画
の
策
定
を
義
務

付
け
る
。
計
画
に
は
期
間

付
け
る
。
計
画
に
は
期
間
、

実
施
す
べ
き
施
策
の
内
容

実
施
す
べ
き
施
策
の
内
容
と

目
標
、
特
に
推
進
が
必
要

目
標
、
特
に
推
進
が
必
要
と

な
る
施
策
の
内
容
と
事
業

な
る
施
策
の
内
容
と
事
業
規

模
を
明
記
す
る
。
政
府
の

模
を
明
記
す
る
。
政
府
の
国

土
強
靱
化
推
進
本
部
に
学

土
強
靱
化
推
進
本
部
に
学
識

経
験
者
で
構
成
す
る
国
土

経
験
者
で
構
成
す
る
国
土
強

靱
化
推
進
会
議
を
設
置
し

靱
化
推
進
会
議
を
設
置
し
、

中
期
計
画
案
の
作
成
時
も

中
期
計
画
案
の
作
成
時
も
意

見
を
聞
く
こ
と
も
定
め
た

見
を
聞
く
こ
と
も
定
め
た
。

公
布
日
に
施
行
す
る

公
布
日
に
施
行
す
る
。

改
正
地
域
公
共
交
通
活

　
改
正
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
法
は
、
ロ
ー
カ
ル

化
再
生
法
は
、
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
の
再
編
に
向
け
た
協
議

道
の
再
編
に
向
け
た
協
議
会

制
度
を
創
設
す
る
こ
と

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が

柱
。
協
議
会
で
は
再
構
築

柱
。
協
議
会
で
は
再
構
築
方

針
を
作
成
す
る
。
方
針
に

針
を
作
成
す
る
。
方
針
に
基

づ
き
実
施
す
る
鉄
道
事
業

づ
き
実
施
す
る
鉄
道
事
業
再

構
築
事
業
を
拡
充
す
る
。

構
築
事
業
を
拡
充
す
る
。
道

路
運
送
高
度
化
事
業
の
拡

路
運
送
高
度
化
事
業
の
拡
充

は
７
月
１
日
、
そ
の
ほ
か

日
、
そ
の
ほ
か
は

　
月
１
日
に
施
行
す
る

日
に
施
行
す
る
。

1010
道
路
整
備
特
措
法
と
日

　
道
路
整
備
特
措
法
と
日
本

高
速
道
路
保
有
・
債
務
返

高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済

機
構
法
の
一
体
改
正
で
は

機
構
法
の
一
体
改
正
で
は
、

高
速
道
路
の
更
新
や
改
良

高
速
道
路
の
更
新
や
改
良
に

必
要
な
財
源
確
保
に
向

必
要
な
財
源
確
保
に
向
け

て
、
料
金
徴
収
期
間
を
最

て
、
料
金
徴
収
期
間
を
最
長

で
２
１
１
５

２
１
１
５
年
９
月
　
日
ま
日
ま

3030

で
延
長
す
る
。
一
部
規
定

で
延
長
す
る
。
一
部
規
定
は

７
日
に
施
行
し
た

日
に
施
行
し
た
。

改
正
空
家
等
対
策
推
進

　
改
正
空
家
等
対
策
推
進
特

措
法
は
、
空
き
家
活
用
を

措
法
は
、
空
き
家
活
用
を
進

め
る
「
空
家
等
活
用
促
進

め
る
「
空
家
等
活
用
促
進
区

域
」
や
活
用
指
針
を
市
区

域
」
や
活
用
指
針
を
市
区
町

村
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

村
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
市
区
町
村
長

た
。
ま
た
、
市
区
町
村
長
は

特
定
空
家
と
な
る
恐
れ
の

特
定
空
家
と
な
る
恐
れ
の
あ

る
管
理
不
全
空
家
に
対
し

る
管
理
不
全
空
家
に
対
し
、

指
導
や
勧
告
な
ど
の
措
置

指
導
や
勧
告
な
ど
の
措
置
が

取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一

取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
部

の
規
定
を
除
き
、
公
布
か

の
規
定
を
除
き
、
公
布
か
ら

６
カ
月
以
内
に
施
行
す
る

カ
月
以
内
に
施
行
す
る
。

国
交
省
関
係
以
外
を
見

　
国
交
省
関
係
以
外
を
見
る

と
、
Ｇ
Ｘ
推
進
法
は
官
民

と
、
Ｇ
Ｘ
推
進
法
は
官
民
に

よ
る
今

よ
る
今
後
　
年
間
で
の

年
間
で
の
１
５

1010

０
兆
円
の
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー

兆
円
の
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
投
資
に
向
け
て
、
Ｇ

ン
）
投
資
に
向
け
て
、
Ｇ
Ｘ

推
進
戦
略
の
策
定
と
実
行

推
進
戦
略
の
策
定
と
実
行
、

Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の
発
行

Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の
発
行
、

成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ

成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
の
導
入
、
Ｇ
Ｘ

イ
シ
ン
グ
の
導
入
、
Ｇ
Ｘ
推

進
機
構
の
設
立
、
進
捗
（

進
機
構
の
設
立
、
進
捗
（
し

ん
ち
ょ
く
）
評
価
と
見
直

ん
ち
ょ
く
）
評
価
と
見
直
し

を
規
定
す
る

を
規
定
す
る
。　

日
に
施
行

日
に
施
行

3030

す
る
す
る
。

生
活
衛
生
等
関
係
行
政

　
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
機

能
強
化
関
係
整
備
法
は
、

能
強
化
関
係
整
備
法
は
、
水

道
基
盤
強
化
に
向
け
た
基

道
基
盤
強
化
に
向
け
た
基
本

国
交
省
関
係
は
、
改
正

　
国
交
省
関
係
は
、
改
正
地

域
公
共
交
通
活
性
化
再

域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

法
、
改
正
道
路
整
備
特
別

法
、
改
正
道
路
整
備
特
別
措

置
法
、
改
正
空
家
等
対
策

置
法
、
改
正
空
家
等
対
策
推

進
特
別
措
置
法
、
改
正
気

進
特
別
措
置
法
、
改
正
気
象

業
務
法
・
水
防
法
、
改
正

業
務
法
・
水
防
法
、
改
正
海

上
運
送
法
の

上
運
送
法
の
５
本
。

関
係
以
外
で
は
、
脱
炭
素

関
係
以
外
で
は
、
脱
炭
素
成

長
型
経
済
構
造
円
滑
移
行

長
型
経
済
構
造
円
滑
移
行
推

進
法
（
Ｇ
Ｘ
推
進
法
）
な

進
法
（
Ｇ
Ｘ
推
進
法
）
な
ど

が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た

が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
、

議
員
立
法
に
よ
る
改
正
国

議
員
立
法
に
よ
る
改
正
国
土

強
靱
化
基
本
法
な
ど
も
成

強
靱
化
基
本
法
な
ど
も
成
立

し
た
し
た
。

第
　
第
２
１
１

２
１
１
回
通
常
国

回
通
常
国
会

が
、
が
、
１
５
０

１
５
０
日
の
会
期
を

日
の
会
期
を
終

え
て
閉
会
し
た
。
国
土
交

え
て
閉
会
し
た
。
国
土
交
通

省
関
係
の
内
閣
提
出
法

省
関
係
の
内
閣
提
出
法
案

（
閣
法
）
は
、
改
正
地
域
公

（
閣
法
）
は
、
改
正
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
法
な
ど

交
通
活
性
化
再
生
法
な
ど
全

５
件
が
成
立
し
た
。
国
交

件
が
成
立
し
た
。
国
交
省

災
害
防
止
に
優
れ
た
成
果

災
害
防
止
に
優
れ
た
成
果
を

お
さ
め
た
者
を
表
彰
す
る

お
さ
め
た
者
を
表
彰
す
る
安

全
表
彰
で
は
、
協
力
会
社

全
表
彰
で
は
、
協
力
会
社
安

全
功
績
賞
と
し
て
小
道
産

全
功
績
賞
と
し
て
小
道
産
業

と
コ
ウ
モ
ト
重
機
の

と
コ
ウ
モ
ト
重
機
の
２
社
を

選
定
。
社
員
安
全
功
績
賞

選
定
。
社
員
安
全
功
績
賞
と

し
て
は
、
網
本
工
業
工
務

し
て
は
、
網
本
工
業
工
務
工

事
部
の
谷
本
勇
、
中
倉

事
部
の
谷
本
勇
、
中
倉
和

幸
、
松
埜
大
将
の

幸
、
松
埜
大
将
の
３
氏
を
氏
を
選

び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
網
本
社

び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
網
本
社
長

よ
り
表
彰
状
や
記
念
品
が

よ
り
表
彰
状
や
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
た

渡
さ
れ
た
。

大
会
終
了
後
は
、
盤
労

　
大
会
終
了
後
は
、
盤
労
働

安
全
・
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

安
全
・
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
事
務
所
の
村
山
盤
所
長

ト
事
務
所
の
村
山
盤
所
長
を

講
師
に
迎
え
、
「
現
場
パ

講
師
に
迎
え
、
「
現
場
パ
ト

ロ
ー
ル
を
と
お
し
て
特
に

ロ
ー
ル
を
と
お
し
て
特
に
感

じ
た
こ
と
、
お
伝
え
し
た

じ
た
こ
と
、
お
伝
え
し
た
い

こ
と
！
」
を
演
題
と
し
た

こ
と
！
」
を
演
題
と
し
た
講

演
会
も
開
催
。
安
全
の
定

演
会
も
開
催
。
安
全
の
定
義

や
リ
ス
ク
の
概
念
、
安
全

や
リ
ス
ク
の
概
念
、
安
全
意

識
の
高
揚
を
阻
害
す
る
要

識
の
高
揚
を
阻
害
す
る
要
因

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参
加

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参
加
者

全
員
で
安
全
第
一
に
向
け

全
員
で
安
全
第
一
に
向
け
た

取
り
組
み
を
再
確
認
し
た

取
り
組
み
を
再
確
認
し
た
。

る
と
思
う
が
、
本
日
の
安

る
と
思
う
が
、
本
日
の
安
全

大
会
を
契
機
に
、
連
携
や

大
会
を
契
機
に
、
連
携
や
意

識
を
今
一
度
高
め
、
安
全

識
を
今
一
度
高
め
、
安
全
を

期
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

期
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
け
た
。

そ
の
後
、

　
そ
の
後
、
７
月
１
日
か
日
か
ら

始
ま
る
全
国
安
全
週
間
の

始
ま
る
全
国
安
全
週
間
の
行

事
予
定
の
説
明
や
、
安
全

事
予
定
の
説
明
や
、
安
全
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
労

彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
労
働

と
つ
な
が
る
。
こ
れ
か
ら

と
つ
な
が
る
。
こ
れ
か
ら
夏

本
番
を
迎
え
、
過
酷
な
労

本
番
を
迎
え
、
過
酷
な
労
働

環
境
が
続
き
、
現
場
の
皆

環
境
が
続
き
、
現
場
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が

ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

網
本
工
業
（
網
本
竜
也

　
網
本
工
業
（
網
本
竜
也
社

長
）
と
網
志
会
（
新
田
裕

長
）
と
網
志
会
（
新
田
裕
司

会
長
）

会
長
）
は
　
日
、
広
島
市

日
、
広
島
市
中

2626

区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
で

ル
広
島
で
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
年
度
安

全
大
会
を
開
い
た
。

全
大
会
を
開
い
た
。
約
　
人
8080

の
関
係
者
が
参
加
し
、
安

の
関
係
者
が
参
加
し
、
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
無

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
無
事

故
・
無
災
害
の
実
現
を
目

故
・
無
災
害
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
誓
い
合
っ
た

す
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
網
本
社
長
は
「
誰
ひ
と

た
網
本
社
長
は
「
誰
ひ
と
り

ケ
ガ
を
す
る
こ
と
な
く
、

ケ
ガ
を
す
る
こ
と
な
く
、
無

事
故
・
無
災
害
で
安
全
に

事
故
・
無
災
害
で
安
全
に
工

事
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
は

事
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
は
、

企
業
と
し
て
も
建
設
業
全

企
業
と
し
て
も
建
設
業
全
体

と
し
て
も
社
会
的
な
信
頼

と
し
て
も
社
会
的
な
信
頼
へ

あいさつする網本社長

安
全
で
社
会
的
信
頼
を

網
本
工
業

議
長
を
務
め
、
会
員
の
技

議
長
を
務
め
、
会
員
の
技
術

交
流
と
親
睦
を
目
的
に
隔

交
流
と
親
睦
を
目
的
に
隔
月

で
開
い
て
い
る
定
例
会
の

で
開
い
て
い
る
定
例
会
の
ほ

か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
査

か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
査
・

診
断
補
修
業
務
に
お
け
る

診
断
補
修
業
務
に
お
け
る
公

共
支
援
、
中
国

共
支
援
、
中
国
５
県
の
診

県
の
診
断

士
会
と
連
携
し
て
実
施
し

士
会
と
連
携
し
て
実
施
し
た

中
国
整
備
局
と
の
意
見
交

中
国
整
備
局
と
の
意
見
交
換

会
な
ど

会
な
ど
の
　
年
度
事
業
報

年
度
事
業
報
告

2222

を
行
い
、
関
連
収
支
決
算

を
行
い
、
関
連
収
支
決
算
な

ど
を
承
認

ど
を
承
認
。

　
　
年
度
も
こ
れ
ら
の
事

年
度
も
こ
れ
ら
の
事
業

2323
を
継
続
し
、
診
断
士
の
技

を
継
続
し
、
診
断
士
の
技
術

力
と
社
会
的
評
価
・
地
位

力
と
社
会
的
評
価
・
地
位
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
で
社

向
上
を
目
指
す
こ
と
で
社
会

の
発
展
、
安
全
・
安
心
へ

の
発
展
、
安
全
・
安
心
へ
の

貢
献
な
ど
の
役
割
を
果
た

貢
献
な
ど
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
方
針
を
申
し
合
わ

て
い
く
方
針
を
申
し
合
わ
せ

た
。ま

た
、
記
念
講
演
で
は

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、

山
﨑
氏
が
「
大
阪
・
関
西

山
﨑
氏
が
「
大
阪
・
関
西
万

博
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

博
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と

題
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系

題
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
材

料
に
よ
る
脱
炭
素
・
資
源

料
に
よ
る
脱
炭
素
・
資
源
循

環
関
連
技
術
な
ど
を
紹
介

環
関
連
技
術
な
ど
を
紹
介
。

終
了
後
に
は
懇
親
会
も
催

終
了
後
に
は
懇
親
会
も
催
さ

れ
た
れ
た
。

え
ば
私
が
広
工
大
教
授
と

え
ば
私
が
広
工
大
教
授
と
し

て
広
島
に
着
任
し
た
年
だ

て
広
島
に
着
任
し
た
年
だ
っ

た
が
、
こ
の
会
は
ま
だ
ま

た
が
、
こ
の
会
は
ま
だ
ま
だ

発
展
す
る
と
思
う
。
本
日

発
展
す
る
と
思
う
。
本
日
も

各
議
案
の
審
議
の
ほ
か
、

各
議
案
の
審
議
の
ほ
か
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
貴
重
な

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
貴
重
な
講

演
を
い
た
だ
く
の
で
、
最

演
を
い
た
だ
く
の
で
、
最
後

ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ

ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た

た
い
」
と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
十
河
会
長

　
議
事
で
は
、
十
河
会
長
が

る
記
念
講
演
も
披
露
さ

る
記
念
講
演
も
披
露
さ
れ

た
。
　
代
表
者
の
あ
い
さ
つ
で

代
表
者
の
あ
い
さ
つ
で
十

河
会
長
（
近
未
来
コ
ン
ク

河
会
長
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ

ー
ト
研
究
会
）
は
、

ー
ト
研
究
会
）
は
、
２
０
２
０
１

１
年
の
設
立
時

年
の
設
立
時
に
　
社
（
う

社
（
う

7575

ち
賛
助
会

ち
賛
助
会
員
　
社
）
だ
っ

社
）
だ
っ
た

1717

会
員
会
員
が
　
年
３
月
末
現
在

月
末
現
在
で

2323

１
１
８

１
１
８
社
（
社
（
同
　
社
）
と
な
っ

社
）
と
な
っ

2929

た
こ
と
に
触
れ
、

た
こ
と
に
触
れ
、
「
　
年
と
い

年
と
い

1111

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長
）

は
　
日
、
日
、
第
　
回
総
会
を

回
総
会
を
広

2323

1313

島
市
中
区
で
開
催
。
各
議

島
市
中
区
で
開
催
。
各
議
案

を
事
務
局
原
案
通
り
に
承

を
事
務
局
原
案
通
り
に
承
認

し
た
ほ
か
、
役
員
改
選
で

し
た
ほ
か
、
役
員
改
選
で
は

十
河
会
長
ら
主
要
役
員
の

十
河
会
長
ら
主
要
役
員
の
留

任
が
決
定
。
淺
沼
組
技
術

任
が
決
定
。
淺
沼
組
技
術
研

究
所
材
料
研
究
グ
ル
ー
プ

究
所
材
料
研
究
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
の
山
﨑
順
二
氏
に

ー
ダ
ー
の
山
﨑
順
二
氏
に
よ

十河会長

十十河河氏氏氏氏らの留任決めらの留任決めるる
第13回総会を通常開催
広島県コンクリート診断士会

防
止
に
対
す
る
安
全
意
識

防
止
に
対
す
る
安
全
意
識
を

持
ち
、
指
差
し
呼
称
に
よ

持
ち
、
指
差
し
呼
称
に
よ
る

動
作
前
の
安
全
確
認
、
声

動
作
前
の
安
全
確
認
、
声
掛

け
運
動
を
活
性
化
し
、
事
故

け
運
動
を
活
性
化
し
、
事
故
・

災
害
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ
う

災
害
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た

と
呼
び
か
け
た
。

齊
藤
所
長
は
「
経
営
者

　
齊
藤
所
長
は
「
経
営
者
や

幹
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
安

幹
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
安
全

意
識
の
維
持
・
向
上
の
指

意
識
の
維
持
・
向
上
の
指
導

を
行
い
、
安
全
対
策
の
マ

を
行
い
、
安
全
対
策
の
マ
ン

ネ
リ
化
、
形
骸
化
を
な
く

ネ
リ
化
、
形
骸
化
を
な
く
し

て
も
ら
い
た
い
。
日
々
の

て
も
ら
い
た
い
。
日
々
の
努

力
の
積
み
重
ね
が
無
事
故

力
の
積
み
重
ね
が
無
事
故
・

無
災
害
に
つ
な
が
る
。
一

無
災
害
に
つ
な
が
る
。
一
致

団
結
し
て
よ
り
一
層
の
安

団
結
し
て
よ
り
一
層
の
安
全

水
準
の
向
上
に
努
め
て
ほ

水
準
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
要
請
し
た

い
」
と
要
請
し
た
。

ま
た
、
中
国
支
店
安
全

　
ま
た
、
中
国
支
店
安
全
衛

生
協
力
会
の
甲
斐
正
洋

生
協
力
会
の
甲
斐
正
洋
会

長
、
西
日
本
建
築
支
店
安

長
、
西
日
本
建
築
支
店
安
全

衛
生
協
力
会
広
島
支
部
の

衛
生
協
力
会
広
島
支
部
の
横

山
豪
副
支
部
長
は
、
積
極

山
豪
副
支
部
長
は
、
積
極
的

な
安
全
活
動
を
実
践
す
る

な
安
全
活
動
を
実
践
す
る
こ

プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要
だ
。
現
場
で
は
作

が
必
要
だ
。
現
場
で
は
作
業

に
潜
む
危
険
や
有
害
な
リ

に
潜
む
危
険
や
有
害
な
リ
ス

ク
を
事
前
に
洗
い
出
し
、

ク
を
事
前
に
洗
い
出
し
、
予

防
対
策
が
可
能
な
安
全
活

防
対
策
が
可
能
な
安
全
活
動

を
確
実
に
行
っ
て
ほ
し
い

を
確
実
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

一
人
ひ
と
り
が
事
故
・
災

一
人
ひ
と
り
が
事
故
・
災
害

た
岡
支
店
長
は
「
労
働
災

た
岡
支
店
長
は
「
労
働
災
害

の
撲
滅
を
図
る
に
は
、
ト

の
撲
滅
を
図
る
に
は
、
ト
ッ

東
亜
建
設
工
業
中
国
支

　
東
亜
建
設
工
業
中
国
支
店

（
岡
禎
之
執
行
役
員
支
店
長

（
岡
禎
之
執
行
役
員
支
店
長
）

と
同
社
西
日
本
建
築
支
店

と
同
社
西
日
本
建
築
支
店
広

島
営
業
所
（
齊
藤
孝
之
所
長

島
営
業
所
（
齊
藤
孝
之
所
長
）

は
　
日
、
広
島
市
中
区
の

日
、
広
島
市
中
区
の
Ａ

2121
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
広
島
で

ル
広
島
で
第
　
回
安
全
大

回
安
全
大
会

4444

を
開
催
し
た
。
関
係
者

を
開
催
し
た
。
関
係
者
１
９

０
人
が
参
加
し
、
労
働
安

人
が
参
加
し
、
労
働
安
全

衛
生
基
本
方
針
「
安
全
を
す

衛
生
基
本
方
針
「
安
全
を
す
べ

て
に
優
先
さ
せ
る
」
の
も
と

て
に
優
先
さ
せ
る
」
の
も
と
、

労
働
災
害
ゼ
ロ
の
達
成
に

労
働
災
害
ゼ
ロ
の
達
成
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
っ
た

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
っ
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

あいさつする岡支店長

一
人
ひ
と
り
が
安
全
意
識
を

東
亜
建
設
工
業
中
国
支
店

た
。
合
わ
せ
て
工
事
発
生

た
。
合
わ
せ
て
工
事
発
生
時

の
リ
ス
ク
や
熱
中
症
対
策

の
リ
ス
ク
や
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て
再
確
認
し
た

つ
い
て
再
確
認
し
た
。

安
全
表
彰
で
は
、
個
人

　
安
全
表
彰
で
は
、
個
人
の

部
で
安
全
優
秀
賞
に
舛

部
で
安
全
優
秀
賞
に
舛
成

氏
、
安
全
優
良
賞
に
吉
岡
・

氏
、
安
全
優
良
賞
に
吉
岡
・
三

上
・
石
川
の

上
・
石
川
の
３
氏
、
作
業
の

氏
、
作
業
の
部

で
牛
田
地
区
下
水
道
改
築

で
牛
田
地
区
下
水
道
改
築
や

島
根
原
発

島
根
原
発
２
号
機
取
水
槽

号
機
取
水
槽
耐

震
補
強
等
に
記
念
品
が
贈

震
補
強
等
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。
三
上
氏
は
安
全

さ
れ
た
。
三
上
氏
は
安
全
運

転
コ
ン
テ
ス
ト
で

転
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
　
・
　
の

9999

9393

高
得
点
を
マ
ー
ク
し
最
優

高
得
点
を
マ
ー
ク
し
最
優
秀

に
選
ば
れ
Ｗ
受
賞
の
栄
誉

に
選
ば
れ
Ｗ
受
賞
の
栄
誉
に

輝
い
た

輝
い
た
。

続
く
安
全
標
語
の
発

　
続
く
安
全
標
語
の
発
表

で
、
向
井
取
締
役
は
優
秀

で
、
向
井
取
締
役
は
優
秀
賞

を
称
え
な
が
ら
「
チ
ー
ム
ワ

を
称
え
な
が
ら
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
無
事
故
無
災
害
」
の

ク
で
無
事
故
無
災
害
」
の
継

続
を
呼
び
か
け
た

続
を
呼
び
か
け
た
。

閉
会
後
、
懇
親
会
も
催

　
閉
会
後
、
懇
親
会
も
催
さ

れ
、
新
入
社
員
の
紹
介
や

れ
、
新
入
社
員
の
紹
介
や
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
交
え
、
親

し
い
ゲ
ー
ム
を
交
え
、
親
睦

を
深
め
た

を
深
め
た
。

て
、
工
事
部
の
毛
利
常
務
は

て
、
工
事
部
の
毛
利
常
務
は
、

順
調
に
伸
び
て
い
る
要
因

順
調
に
伸
び
て
い
る
要
因
に

つ
い
て
「
安
全
意
識
の
高
ま

つ
い
て
「
安
全
意
識
の
高
ま
り

と
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
が

と
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
が
反

映
し
て
い
る
」
と
説
明
。

映
し
て
い
る
」
と
説
明
。
ま

た
、
環
境
部
で
は
松
山
専
務

た
、
環
境
部
で
は
松
山
専
務
、

処
理
場
で
は
古
屋
工
場
長

処
理
場
で
は
古
屋
工
場
長
、

総
務
部
で
は
十
河
部
長
が

総
務
部
で
は
十
河
部
長
が
そ

れ
ぞ
れ
現
状
の
課
題
等
を

れ
ぞ
れ
現
状
の
課
題
等
を
踏

ま
え
今
年
度
の
方
針
を
示

ま
え
今
年
度
の
方
針
を
示
し

ン
に
、
無
事
故
・
無
災
害
を

ン
に
、
無
事
故
・
無
災
害
を
目

指
す
。ま
た
、
社
員
は
現
場

指
す
。ま
た
、
社
員
は
現
場
に

出
る
一
人
ひ
と
り
が
営
業

出
る
一
人
ひ
と
り
が
営
業
マ

ン
で
あ
り
、
全
て
の
皆
さ
ん

ン
で
あ
り
、
全
て
の
皆
さ
ん
が

『
健
康
と
安
全
を
最
優
先
』

『
健
康
と
安
全
を
最
優
先
』
し

て
強
い
安
全
意
識
を
持
つ

て
強
い
安
全
意
識
を
持
つ
こ

と
。
こ
の
一
年
間
、
事
故
な

と
。
こ
の
一
年
間
、
事
故
な
く

嬉
し
い
報
告
が
で
き
る
よ

嬉
し
い
報
告
が
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

次
に
、
部
門
長
報
告
と

　
次
に
、
部
門
長
報
告
と
し

い
て
金
島
社
長
が
あ
い
さ
つ

い
て
金
島
社
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
今
年
は
安
全
標
語
優
秀

「
今
年
は
安
全
標
語
優
秀
賞

に
決
ま
っ
た
『
せ
ま
る
危
険

に
決
ま
っ
た
『
せ
ま
る
危
険
は

予
告
な
し

習
慣
づ
け
よ

予
告
な
し
　
習
慣
づ
け
よ
う

安
全
確
認
』
を
安
全
ス
ロ
ー

安
全
確
認
』
を
安
全
ス
ロ
ー
ガ

丸
伸
企
業
（
金
島
聖
貴

　
丸
伸
企
業
（
金
島
聖
貴
社

長
）
の

長
）
の
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
安

年
度
安
全

大
会
大
会
が
　
日
、
ホ
テ
ル
グ

日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ

2525

ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
開
か
れ

ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
開
か
れ
、　6060

人
余
が
参
加
。
今
年
の
安

人
余
が
参
加
。
今
年
の
安
全

目
標
と
し
て
「
労
働
災
害

目
標
と
し
て
「
労
働
災
害
や

交
通
事
故
を
な
く
し
、
社

交
通
事
故
を
な
く
し
、
社
員

一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
安

一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

場
環
境
を
築
く
」
を
掲
げ
、

場
環
境
を
築
く
」
を
掲
げ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
則
り
労
働
安
全

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
則
り
労
働
安
全
衛

生
の
徹
底
、
災
害
ゼ
ロ
を
誓

生
の
徹
底
、
災
害
ゼ
ロ
を
誓
い

合
っ
た

合
っ
た
。

大
会
は
金
島
勇
気
取
締

　
大
会
は
金
島
勇
気
取
締
役

営
業
部
長
の
開
会
の
辞
に

営
業
部
長
の
開
会
の
辞
に
続

習
慣
づ
け
よ
う
安
全
確
認
を

丸
伸
企
業

あいさつする金島社長

記念撮影

フ
ジ
商
会
。
努
力
事
業
場

フ
ジ
商
会
。
努
力
事
業
場
に

内
海
運
送
。
職
長
表
彰
に

内
海
運
送
。
職
長
表
彰
に
新

谷
将
平
氏
（
興
和
建
設

谷
将
平
氏
（
興
和
建
設
工

業
）
、
長
野
史
生
氏
（
澄
和

業
）
、
長
野
史
生
氏
（
澄
和
造

園
土
木
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選

園
土
木
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出

し
、
記
念
品
な
ど
が
手
渡

し
、
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ

れ
た
れ
た
。

講
話
で
は
、
広
島
県
産

　
講
話
で
は
、
広
島
県
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

産
業
保
健
相
談
員
・
尾
原

産
業
保
健
相
談
員
・
尾
原
寿

子
氏
が
「
熱
中
症
予
防
」

子
氏
が
「
熱
中
症
予
防
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
職
場
に

テ
ー
マ
に
講
演
。
職
場
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
に
つ

け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
、
正
し
い
知
識
と
対
処

て
、
正
し
い
知
識
と
対
処
法

を
詳
し
く
解
説
し
た

を
詳
し
く
解
説
し
た
。

同
社
で
は
全
国
安
全
週

　
同
社
で
は
全
国
安
全
週
間

の
期
間
中
「
不
安
全
行
動

の
期
間
中
「
不
安
全
行
動
防

止
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
に

止
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
に
関

す
る
検
討
会
や
熱
中
症
予

す
る
検
討
会
や
熱
中
症
予
防

に
関
す
る
教
育
、
事
故
事

に
関
す
る
教
育
、
事
故
事
例

に
よ
る
勉
強
会
、
緊
急
時

に
よ
る
勉
強
会
、
緊
急
時
訓

練
を
実
施
す
る
と
と
も
に

練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

三
島
会
に
よ
る
安
全
パ
ト

三
島
会
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
・
各
現
場
の
パ
ト
ロ

ー
ル
・
各
現
場
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
展
開
。
最
終
日

ル
な
ど
を
展
開
。
最
終
日
の

７
月
７
日
に
は
反
省
会
に

日
に
は
反
省
会
に
加

え
、
今
後
の
安
全
管
理
の

え
、
今
後
の
安
全
管
理
の
あ

り
方
・
取
り
組
み
方
な
ど

り
方
・
取
り
組
み
方
な
ど
に

つ
い
て
討
議
・
検
討
を
行

つ
い
て
討
議
・
検
討
を
行
う

方
針
方
針
。

感
・
安
全
意
識
を
持
っ
て

感
・
安
全
意
識
を
持
っ
て
臨

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
訴

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え

た
。社

長
表
彰
で
は
、
優
良

　
社
長
表
彰
で
は
、
優
良
現

場
作
業
所
に
「
青
葉
出
版

場
作
業
所
に
「
青
葉
出
版
第

３
期
発
送
セ
ン
タ
ー
新
築

期
発
送
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
」
「
令
和

事
」
「
令
和
３
年
度
芦
田

年
度
芦
田
川

中
流
維
持
工
事
」
。
職
長

中
流
維
持
工
事
」
。
職
長
表

彰
に
西
田
匠
吾
氏
（
建

彰
に
西
田
匠
吾
氏
（
建
築

部
）
、
村
上
舜
弥
氏
（
土

部
）
、
村
上
舜
弥
氏
（
土
木

部
）
、
井
手
野
尚
弘
氏
（
三

部
）
、
井
手
野
尚
弘
氏
（
三
島

ホ
ー
ム
）
。
三
島
会
・
会

ホ
ー
ム
）
。
三
島
会
・
会
長

表
彰
で
は
、
優
良
事
業
場

表
彰
で
は
、
優
良
事
業
場
に

識
し
、
心
の
通
っ
た
コ
ミ

識
し
、
心
の
通
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
互
い
に

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
小
さ

を
掛
け
合
い
な
が
ら
小
さ
な

危
険
の
芽
を
摘
ん
で
い
た

危
険
の
芽
を
摘
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
「
安
全

き
た
い
」
と
述
べ
「
安
全
に

終
わ
り
は
な
い
。
安
心
な

終
わ
り
は
な
い
。
安
心
な
労

働
環
境
を
作
れ
る
企
業
・

働
環
境
を
作
れ
る
企
業
・
技

術
集
団
と
し
て
、
常
に
緊

術
集
団
と
し
て
、
常
に
緊
張

三
島
産
業
（
福
山
市
駅

　
三
島
産
業
（
福
山
市
駅
家

町
、
竹
内
太
甫
社
長
）

町
、
竹
内
太
甫
社
長
）
は
　2323

日
、
駅
家
本
社
で
三
島

日
、
駅
家
本
社
で
三
島
会

（
豊
田
克
浩
会
長
）
と

（
豊
田
克
浩
会
長
）
と
２
０

２
３
２
３
年
度
合
同
安
全
大
会

年
度
合
同
安
全
大
会
を

開
き
、
関
係

開
き
、
関
係
者
　

人
が
出

人
が
出

7070

席
。
「
安
全
で
明
る
く
風

席
。
「
安
全
で
明
る
く
風
通

し
の
良
い
職
場
・
現
場
」

し
の
良
い
職
場
・
現
場
」
の

構
築
に
向
け
、
安
全
に
対

構
築
に
向
け
、
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
災
害
ゼ
ロ
へ
決
意

も
に
、
災
害
ゼ
ロ
へ
決
意
を

新
た
に
し
た

新
た
に
し
た
。

冒
頭
、
三
島
弘
敬
代
表

　
冒
頭
、
三
島
弘
敬
代
表
が

あ
い
さ
つ
。
昨
今
の
人
手

あ
い
さ
つ
。
昨
今
の
人
手
・

担
い
手
不
足
に
つ
い
て
触

担
い
手
不
足
に
つ
い
て
触
れ

「
ま
ず
は
安
心
・
安
全
な

「
ま
ず
は
安
心
・
安
全
な
現

場
が
あ
っ
て
こ
そ
。
社
会

場
が
あ
っ
て
こ
そ
。
社
会
に

認
め
ら
れ
て
、
初
め
て
人

認
め
ら
れ
て
、
初
め
て
人
材

確
保
が
で
き
る
」
と
指
摘

確
保
が
で
き
る
」
と
指
摘
。

「
現
場
は
常
に
災
害
と
隣

「
現
場
は
常
に
災
害
と
隣
り

合
わ
せ
。
一
人
ひ
と
り
が

合
わ
せ
。
一
人
ひ
と
り
が
意

あいさつする三島代表

安
全
に
終
わ
り
な
し

三
島
産
業

と
の
重
要
性
を
強
調
し
、

と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
来

賓
出
席
し
た
本
社
の
高
瀬

賓
出
席
し
た
本
社
の
高
瀬
和

彦
執
行
役
員
常
務
は
「
初

彦
執
行
役
員
常
務
は
「
初
心

に
戻
っ
て
安
全
活
動
の
基

に
戻
っ
て
安
全
活
動
の
基
本

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
」

と
協
力
を
求
め
た

と
協
力
を
求
め
た
。

安
全
表
彰
に
移
る
と
、

　
安
全
表
彰
に
移
る
と
、
社

長
表
彰
、
支
店
長
表
彰
、

長
表
彰
、
支
店
長
表
彰
、
協

力
会
会
長
表
彰
と
し
て
、

力
会
会
長
表
彰
と
し
て
、
積

極
的
な
安
全
活
動
に
努
め

極
的
な
安
全
活
動
に
努
め
た

作
業
所
、
協
力
会
社
、
職

作
業
所
、
協
力
会
社
、
職
長

に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

安
全
管
理
発
表
で
は

　
安
全
管
理
発
表
で
は
、

「
（
仮
称
）
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
吉

「
（
仮
称
）
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
吉
島

東
新
築
工
事
」「
広
（

東
新
築
工
事
」「
広
（
２
）
護

岸
等
（

岸
等
（
０
４
５
２

０
４
５
２
）
整
備

）
整
備
土

木
そ
の
他
工
事
」
の
現
場

木
そ
の
他
工
事
」
の
現
場
担

当
者
か
ら
安
全
管
理
の
方

当
者
か
ら
安
全
管
理
の
方
法

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
大
会
宣
言
を
読

最
後
に
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
、
安
全
文
化
の
定
着

上
げ
、
安
全
文
化
の
定
着
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
し

た
。

建
設
施
工
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
分
野
で
の
技
術
連
携
を
目
的
と
し
た
「
建
設

　
建
設
施
工
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
分
野
で
の
技
術
連
携
を
目
的
と
し
た
「
建
設
Ｒ

Ｘ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
大
成
建
設
が
加
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
手

Ｘ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
大
成
建
設
が
加
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
手
５
社
が
そ
ろ
い
、
今
後
の
開
発
に
弾
み

社
が
そ
ろ
い
、
今
後
の
開
発
に
弾
み
が

付
く
の
は
確
実
で
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
会
員
各
社
へ
の
水
平
展
開
に
も
力
を
入
れ
て
い
く

付
く
の
は
確
実
で
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
会
員
各
社
へ
の
水
平
展
開
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。　

日
に
開
い

日
に
開
い

2121

た
総
会
で
は
、
新
た
な
幹
事
会
社
、
役
員
が
決
定
し
、
幹
事
会
社
に
は
竹
中
工
務
店
、
清
水
建
設
、
鹿
島
の
ほ
か

た
総
会
で
は
、
新
た
な
幹
事
会
社
、
役
員
が
決
定
し
、
幹
事
会
社
に
は
竹
中
工
務
店
、
清
水
建
設
、
鹿
島
の
ほ
か
、

新
た
に
大
林
組
と
大
成
建
設
が
選
ば
れ
た
。
会
長
に
は
、
前
副
会
長
の
村
上
陸
太
竹
中
工
務
店
常
務
執
行
役
員

新
た
に
大
林
組
と
大
成
建
設
が
選
ば
れ
た
。
会
長
に
は
、
前
副
会
長
の
村
上
陸
太
竹
中
工
務
店
常
務
執
行
役
員
を

選
任
し
た
。
副
会
長
に
は
、
再
任
の
山
﨑
明
清
水
建
設
専
務
執
行
役
員
に
加
え
、
新
た
に
池
上
隆
三
鹿
島
常
務

選
任
し
た
。
副
会
長
に
は
、
再
任
の
山
﨑
明
清
水
建
設
専
務
執
行
役
員
に
加
え
、
新
た
に
池
上
隆
三
鹿
島
常
務
執

行
役
員
が
就
い
た

行
役
員
が
就
い
た
。

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は

　
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

生
産
性
、
安
全
性
の
向
上

生
産
性
、
安
全
性
の
向
上
な

ど
に
向
け
て
、
施
工
ロ
ボ

ど
に
向
け
て
、
施
工
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ア
プ
リ
な

ト
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ア
プ
リ
な
ど

の
開
発
と
利
用
に
関
す
る

の
開
発
と
利
用
に
関
す
る
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
ト
ラ
ン
ス
フ

ボ
テ
ィ
ク
ス
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
。
幹
事
に
は
勝
俣
英
雄

る
。
幹
事
に
は
勝
俣
英
雄
大

林
組
執
行
役
員
、
長
島
一

林
組
執
行
役
員
、
長
島
一
郎

大
成
建
設
常
務
執
行
役
員

大
成
建
設
常
務
執
行
役
員
、

会
計
監
事
に
は
濵
田
一
豊

会
計
監
事
に
は
濵
田
一
豊
西

松
建
設
常
務
執
行
役
員
が

松
建
設
常
務
執
行
役
員
が
選

ば
れ
た
。
前
会
長
の
伊
藤

ば
れ
た
。
前
会
長
の
伊
藤
仁

鹿
島
常
任
顧
問
、
元
副
会

鹿
島
常
任
顧
問
、
元
副
会
長

の
印
藤
正
裕
清
水
建
設
リ

の
印
藤
正
裕
清
水
建
設
リ
サ

ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
、
中
嶋
啓

ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
、
中
嶋
啓
吾

竹
中
工
務
店
副
会
長
は
顧

竹
中
工
務
店
副
会
長
は
顧
問

と
な
っ
た
。
会
員
数
は
正

と
な
っ
た
。
会
員
数
は
正
会

員
　
社
、
協
力
会
員

社
、
協
力
会
員
１
８
１
８
４

2929
社
の
社
の
２
１
３

２
１
３
社
。
分
科
会

社
。
分
科
会
で

活
動
を
進
め
て
お
り
、
「

活
動
を
進
め
て
お
り
、
「
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
る

Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
る
安

全
帯
不
使
用
検
知
シ
ス
テ

全
帯
不
使
用
検
知
シ
ス
テ
ム

分
科
会
」
を
加
え

分
科
会
」
を
加
え
、　

分
科
分
科

1111

会
と
す
る
。

会
と
す
る
。
９
月
に
エ
キ

月
に
エ
キ
シ

ビ
ジ
ョ
ン
の
開
催
を
予

ビ
ジ
ョ
ン
の
開
催
を
予
定

し
、
積
極
的
に
情
報
発
信

し
、
積
極
的
に
情
報
発
信
す

る
。加

入
し
た
大
成
建
設
は

　
加
入
し
た
大
成
建
設
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
関
係
の
技
術
開

ロ
ボ
ッ
ト
関
係
の
技
術
開
発

に
取
り
組
み
、
日
建
連
の

に
取
り
組
み
、
日
建
連
の
建

築
ロ
ボ
ッ
ト
専
門
部
会
で

築
ロ
ボ
ッ
ト
専
門
部
会
で
も

活
動
を
進
め
て
き
た
。
日

活
動
を
進
め
て
き
た
。
日
建

連
が
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

連
が
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

含
む
外
部
の
団
体
と
協

含
む
外
部
の
団
体
と
協
力

し
、
建
設
業
界
の
取
り
組

し
、
建
設
業
界
の
取
り
組
み

の
加
速
化
を
図
る
姿
勢
を

の
加
速
化
を
図
る
姿
勢
を
示

し
た
と
し
て
、
こ
の
機
会

し
た
と
し
て
、
こ
の
機
会
に

参
加
す
る
こ
と
を
決
め
、

参
加
す
る
こ
と
を
決
め
、
協

力
し
て
い
く

力
し
て
い
く
。

総
会
終
了
後
の
会
見
で

　
総
会
終
了
後
の
会
見
で
、

伊
藤
顧
問
は
「

伊
藤
顧
問
は
「
２
０
２
１

２
０
２
１
年

９
月
に
　
社
で
設
立
し
、

社
で
設
立
し
、
２

1616

１
３
１
３
社
ま
で
増
え
た
。
基

社
ま
で
増
え
た
。
基
盤

を
確
立
す
る
と
い
う
初
代

を
確
立
す
る
と
い
う
初
代
会

長
の
責
務
を
全
う
で
き
た

長
の
責
務
を
全
う
で
き
た
。

今
後
を
村
上
新
会
長
に

今
後
を
村
上
新
会
長
に
託

し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
祈

念
す
る
」
と
期
待
を
寄

念
す
る
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。村

上
新
会
長
は
、
伊
藤

　
村
上
新
会
長
は
、
伊
藤
顧

問
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と

問
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も

に
「
変
化
が
激
し
い
中
で

に
「
変
化
が
激
し
い
中
で
、

建
設
会
社
個
々
の
取
り
組

建
設
会
社
個
々
の
取
り
組
み

だ
け
で
は
、
社
会
か
ら
取

だ
け
で
は
、
社
会
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危

機
感
が
あ
っ
た
。
開
発
し

機
感
が
あ
っ
た
。
開
発
し
た

技
術
を
い
く
つ
つ
く
り
、

技
術
を
い
く
つ
つ
く
り
、
ど

う
水
平
展
開
す
る
か
に
関

う
水
平
展
開
す
る
か
に
関
し

て
、
協
力
会
員
の
皆
さ
ん

て
、
協
力
会
員
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
抱
負
を
述
べ
た

く
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

山
﨑
副
会
長
は
「
開
発

　
山
﨑
副
会
長
は
「
開
発
し

た
も
の
を
活
用
で
き
る
も

た
も
の
を
活
用
で
き
る
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
年

度
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

度
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
使

命
。
尽
力
し
て
い
き
た
い
」

命
。
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
、

池
上
副
会
長
は
「
開
発
技

池
上
副
会
長
は
「
開
発
技
術

の
展
開
は
重
要
な
課
題
。

の
展
開
は
重
要
な
課
題
。
一

つ
で
も
多
く
の
技
術
が
、

つ
で
も
多
く
の
技
術
が
、
全

国
の
建
築
現
場
に
届
け
ら

国
の
建
築
現
場
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
の

姿
勢
を
示
し
た

姿
勢
を
示
し
た
。

勝
俣
幹
事
は
「
出
来
上

　
勝
俣
幹
事
は
「
出
来
上
が

っ
た
技
術
を
い
か
に
現
場

っ
た
技
術
を
い
か
に
現
場
に

持
っ
て
い
く
か
。
日
本
全

持
っ
て
い
く
か
。
日
本
全
国

の
現
場
に
適
用
で
き
る
よ

の
現
場
に
適
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
、
長
島
幹
事

に
し
た
い
」
、
長
島
幹
事
は

「
建
設
業
界
の
生
産
性
向
上

「
建
設
業
界
の
生
産
性
向
上
、

魅
力
向
上
に
貢
献
し
て
い

魅
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る

た
い
」
と
し
て
い
る
。

濵
田
会
計
監
事
は
「
責

　
濵
田
会
計
監
事
は
「
責
任

を
持
っ
て
監
査
を
行
い
、

を
持
っ
て
監
査
を
行
い
、
健

全
な
成
長
に
貢
献
し
た
い

全
な
成
長
に
貢
献
し
た
い
」

と
述
べ
た

と
述
べ
た
。

　
左
か
ら
濵
田
会
計
監
事
、

勝
俣
幹
事
、
山
﨑
副
会
長
、

村
上
会
長
、
池
上
副
会
長
、

長
島
幹
事

及
し
、「
カ
ー
ド
を
持
つ
こ

及
し
、「
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と

の
意
味
合
い
を
高
め
る
こ

の
意
味
合
い
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
働
く
人
自

に
つ
な
が
る
。
働
く
人
自
身

が
、
自
ら
の
価
値
を
認
識

が
、
自
ら
の
価
値
を
認
識
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た

い
」
と
話
し
た
。

い
る
計
算
に
な
る
と
い
う

い
る
計
算
に
な
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

　
こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に

関
し
て
、
日
建
連
の
押
味

関
し
て
、
日
建
連
の
押
味
至

一
副
会
長
・
土
木
本
部
長

一
副
会
長
・
土
木
本
部
長
は

理
事
会
後
の
記
者
会
見
で

理
事
会
後
の
記
者
会
見
で
、

国
土
交
通
省
が
公
表
し
た

国
土
交
通
省
が
公
表
し
た
レ

ベ
ル
別
年
収
試
算
結
果
に

ベ
ル
別
年
収
試
算
結
果
に
言

ー
ス
）
す
る
と
、

ー
ス
）
す
る
と
、
９
割
の
割
の
現

場
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
う

場
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
　
％
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

％
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

9494
等
が
設
置
済
み
。
登
録
現

等
が
設
置
済
み
。
登
録
現
場

で
は
で
は
、　

％
の
協
力
会
社

％
の
協
力
会
社
が

7575

事
業
者
登
録
し

事
業
者
登
録
し
、　

％
の
技

％
の
技

6969

能
者
が
カ
ー
ド
を
保
有
し

能
者
が
カ
ー
ド
を
保
有
し
て

を
加
速
さ
せ
る
必
要
が

を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。技

能
者
に
関
す
る
「
登

　
技
能
者
に
関
す
る
「
登
録

現
場
に
入
場
す
る
技
能
者

現
場
に
入
場
す
る
技
能
者
の

カ
ー
ド
保
有

カ
ー
ド
保
有
率
　
％
」
は
、

％
」
は
、

3535

７
社
増
の

社
増
の
１
０
２

１
０
２
社
が
ク

社
が
ク
リ

ア
。
達
成
率
は
社
数
ベ
ー

ア
。
達
成
率
は
社
数
ベ
ー
ス

で
　
％
、
事
業
費
ベ
ー
ス

％
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

8989
　
％
と
な
っ
た

％
と
な
っ
た
。

9595
現
場
登
録
状
況
に
つ
い

　
現
場
登
録
状
況
に
つ
い
て

の
「
請
負
金
額

の
「
請
負
金
額
１
億
円
以

億
円
以
上

の
全
て
の
建
設
現
場
」
と

の
全
て
の
建
設
現
場
」
と
い

う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対

う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
し

て
は
、

て
は
、
９
割
以
上
と
し
て

割
以
上
と
し
て
い

る
会
員
が

る
会
員
が
２
社
増
社
増
の
　
社
と
社
と

5959

な
り
、
達
成
率
は
社
数

な
り
、
達
成
率
は
社
数
で
　4949

％
、
事
業
費

％
、
事
業
費
で
　
％
だ
っ
た
。

％
だ
っ
た
。

8686

１
０
０

１
０
０
％
は
　
社
あ
っ
た

社
あ
っ
た
。

1616

ま
た
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

ま
た
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等

設
置
率
が

設
置
率
が
１
０
０

１
０
０
％
の
会

％
の
会
員

は
５
社
増
社
増
の
　
社
（
社
（
　
％
）
、

％
）
、

7171

6161

　
％
以
上
は

％
以
上
は
３
社
増
社
増
の
　
社

9090

8989

（
　
％
）
だ
っ
た

％
）
だ
っ
た
。

7777
各
社
の
数
値
を
完
工
高

　
各
社
の
数
値
を
完
工
高
で

加
重
平
均
し
て
日
建
連
全

加
重
平
均
し
て
日
建
連
全
体

の
数
値
を
推
計
（
事
業
費

の
数
値
を
推
計
（
事
業
費
ベ

す
る
方
策
の
実
行
が
重
要

す
る
方
策
の
実
行
が
重
要
と

指
摘
し
て
い
る

指
摘
し
て
い
る
。

最
新
の
調
査
結
果
は

　
最
新
の
調
査
結
果
は
、　
2222

日
に
開
い
た
理
事
会
に
報

日
に
開
い
た
理
事
会
に
報
告

し
た
し
た
。　

年
度
コ
ミ
ッ
ト

年
度
コ
ミ
ッ
ト
メ

2222

ン
ト
の
う
ち
、「
登
録
現
場

ン
ト
の
う
ち
、「
登
録
現
場
に

入
場
す
る
事
業
者
の
事
業

入
場
す
る
事
業
者
の
事
業
者

登
録
登
録
率
　
％
」
を
達
成
し

％
」
を
達
成
し
た

6868

会
員
は
、
前
回
調
査
よ

会
員
は
、
前
回
調
査
よ
り
　1717

社
増
え

社
増
え
て
　
社
と
な
っ
た

社
と
な
っ
た
。

6565

達
成
率
は
、
社
数
ベ
ー
ス

達
成
率
は
、
社
数
ベ
ー
ス
で

　
％
、
事
業
費
ベ
ー
ス

％
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
　

5656

6767

％
と
な
っ
て
い
る

％
と
な
っ
て
い
る
。　

年
度
年
度

2323

は
目
標
値
が
登
録

は
目
標
値
が
登
録
率
　
％
へ
％
へ

7979

と
大
幅
に
高
ま
っ
て
い
る

と
大
幅
に
高
ま
っ
て
い
る
た

め
、
事
業
者
登
録
率
に
つ

め
、
事
業
者
登
録
率
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
、
取
り
組

て
は
引
き
続
き
、
取
り
組
み

年
９
月
末
時
点
）
か
ら

月
末
時
点
）
か
ら
約
　2020

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
全

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
全
体

感
を
見
る
と
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

感
を
見
る
と
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

運
用
開
始
か
ら

運
用
開
始
か
ら
４
年
以
上

年
以
上
が

経
過
し
、
日
建
連
会
員
の

経
過
し
、
日
建
連
会
員
の
現

場
で
は
、
ほ
と
ん
ど
で
カ

場
で
は
、
ほ
と
ん
ど
で
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
な
ど
利

ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
な
ど
利
用

環
境
の
整
備
が
完
了
し
た

環
境
の
整
備
が
完
了
し
た
。

日
建
連
幹
部
は
「
日
建
連

日
建
連
幹
部
は
「
日
建
連
ク

ラ
ス
で
は
『
普
及
促
進
』

ラ
ス
で
は
『
普
及
促
進
』
は

ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。
今
後
は
『

ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。
今
後
は
『
利

活
用
』
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
る

活
用
』
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
る
」

と
し
、
タ
ッ
チ
数
の
拡
大

と
し
、
タ
ッ
チ
数
の
拡
大
や

色
付
き
カ
ー
ド
の
普
及
、

色
付
き
カ
ー
ド
の
普
及
、
能

力
に
応
じ
た
技
能
者
・
専

力
に
応
じ
た
技
能
者
・
専
門

工
事
会
社
の
評
価
な
ど
、

工
事
会
社
の
評
価
な
ど
、
本

来
目
的
の
処
遇
改
善
に
直

来
目
的
の
処
遇
改
善
に
直
結

日
本
建
設
業
連
合
会
（

　
日
本
建
設
業
連
合
会
（
宮

本
洋
一
会
長
）
は
、
会
員

本
洋
一
会
長
）
は
、
会
員
企

業
に
よ
る
建
設
キ
ャ
リ
ア

業
に
よ
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
取
り
組
み
状
況
に
つ

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
、
て
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
下
期

年
度
下
期
（
　2323

年
３
月
末
時
点
）
の
フ
ォ

月
末
時
点
）
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を
ま

ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を
ま
と

め
た
。
事
業
者
登
録
率

め
た
。
事
業
者
登
録
率
の
　2222

年
度
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（

年
度
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
最

低
目
標
）

低
目
標
）
は
　
％
で
、
そ

％
で
、
そ
の

6868

達
成
率
は
事
業
費
割
合

達
成
率
は
事
業
費
割
合
で
　6767

％
と
な
り
、
前
回
調
査

％
と
な
り
、
前
回
調
査
（
　2222

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

新
会
長
に
村
上
氏氏氏 
竹
中
工
務
店

常
務
執
行
役
員

開
発
に
弾
み
、
水
平
展

開
発
に
弾
み
、
水
平
展
開開

「
建
設
Ｒ
Ｘ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」大
成
が
加
入

 

約
7
割
が
目
標
達
成

事
業
者

登
録
率「

普
及
」か
ら「
利
活
用
」へ

日
建
連
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
㮇
年
度
下
期
調
査

22

国交省

 

維
持
管
理
指
針
見
直
し

空
港
施
設Ｌ

Ｃ
Ｃ
、Ｄ
Ｘ
活
用
を
明
記

通常国会が閉会

国
交
省
関
係
は
5
件
成
立

議
員
立
法
で
は
改
正
強
靱
化
法

（3） （第三種郵便物認可） 2023年（令和5年）6月29日（木曜日）


